
 

え
せ
同
和
行
為
は
犯
罪
的
行
為
で
す
！ 

 

◇
え
せ
同
和
行
為
と
は 

「
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
は
恐
い
問
題

で
あ
る
」
と
い
う
人
々
の
誤
っ
た
意
識
に
乗

じ
、
例
え
ば
、
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
が

足
り
な
い
な
ど
と
い
う
理
由
を
口
実
と
し

て
、
会
社
や
個
人
、
行
政
機
関
等
に
不
当
な

要
求
や
不
法
行
為
な
ど
を
行
い
、
利
益
や
利

権
を
得
よ
う
と
す
る
犯
罪
的
な
行
為
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
会
社
な
ど
に
執
よ
う
に
電

話
を
か
け
て
き
て
寄
附
金
を
求
め
た
り
、
勝

手
に
高
額
な
図
書
や
教
材
な
ど
を
送
り
つ

け
、
購
入
を
強
要
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

◇
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
と
は 

日
本
に
は
、
特
定
の
地
域
の
出
身
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
結
婚
や
就
職
に
お
い

て
不
利
な
扱
い
を
さ
れ
た
り
、
差
別
的
言
動

を
受
け
る
と
い
う
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
は
「
同
和
地
区
」
、「
被

差
別
部
落
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
こ
の
日
本
固

有
の
人
権
問
題
は
「
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

「
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
」
を
解
決
し

よ
う
と
、
国
は
、
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
な
ど
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

人
々
の
差
別
意
識
は
、
解
消
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
が
、
最
近
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
差
別
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
同

和
問
題
（
部
落
問
題
）
へ
の
無
理
解
、
偏
見

は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
へ

の
無
理
解
、
偏
見
が
「
え
せ
同
和
行
為
」
を

助
長
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

 

ポ
イ
ン
ト
！ 

 

え
せ
同
和
行
為
は
、
国
や
地
方
の
行
政

機
関
の
差
別
解
消
の
取
組
に
対
す
る

大
き
な
障
害
に
な
り
、
同
和
問
題
（
部

落
問
題
）
の
解
決
を
阻
む
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
、
許
し
て
は
な
ら
な
い

行
為
で
す
。 

    

え
せ
同
和
行
為
は
怖
い
？
と
ん
で
も
な
い
！ 

～
え
せ
同
和
行
為
へ
の
対
処
～ 

え
せ
同
和
行
為
対
処
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

そ
の
１ 

不
当
・
不
法
は
断
固
拒
否
！ 

要
求
で
最
も
多
い
の
が
、
機
関
紙
や
図

書
等
物
品
購
入
の
強
要
で
す
。
次
に
、
寄

附
金
・
賛
助
金
の
強
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
当
な
理
由
や
義
務
の
な
い
要
求
は
、
す

べ
て
不
当
、
不
法
な
要
求
で
す
の
で
、
断

固
と
し
て
拒
否
を
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き

れ
ば
話
の
内
容
を
録
音
、
記
録
す
る
な
ど

し
、
証
拠
と
し
て
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。 

そ
の
２ 

初
期
対
応
が
大
切
で
す 

最
初
か
ら
一
貫
し
て
、
毅
然
と
し
た
態

度
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
返
事
が
あ
い

ま
い
だ
と
「
事
件
」
を
拡
大
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
最
初
に
相
手
に
隙
を
み

せ
た
り
、
脈
あ
り
と
思
わ
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

そ
の
３ 

安
易
な
妥
協
は
し
な
い
こ
と 

え
せ
同
和
行
為
者
は
、
気
弱
な
対
応
に

は
強
く
、
強
い
対
応
に
は
弱
い
も
の
で
す
。

激
し
い
言
葉
を
ぶ
つ
け
て
き
て
も
実
際

に
行
動
に
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
妥
協
は
、
さ
ら
に

つ
け
込
ま
れ
、
火
に
油
を
そ
そ
ぐ
結
果
に

な
り
ま
す
。
も
し
、
暴
力
的
言
動
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
警
察
へ
の
要
請
、

通
報
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
４ 

組
織
全
体
で
対
応
を
！ 

た
と
え
ば
支
店
等
で
不
当
な
要
求
を

受
け
た
場
合
は
、
個
人
ま
た
は
支
店
限
り

で
要
求
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
一
度
応
じ
て
し
ま
う
と
、
対
応
の
不

備
等
を
口
実
に
し
て
本
店
に
対
し
、
よ
り

大
き
な
要
求
を
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

支
店
等
で
要
求
を
受
け
た
際
は
、
本
店

に
報
告
し
た
り
、
指
示
を
求
め
る
な
ど
し

て
、
組
織
全
体
と
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
決
し
て
ト
ッ
プ
が
対
応
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
の
決
断
を

求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

そ
の
５ 

同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
へ
の
取

組
を
非
難
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
法
務
局
へ
!! 

同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
へ
の
取
り
組

み
や
研
修
の
あ
り
方
を
口
実
に
不
当
と

思
わ
れ
る
要
求
を
受
け
た
と
き
は
、
「
法

務
局
に
相
談
す
る
、
そ
れ
が
人
権
侵
害
に

な
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
今
後
ど
う
す
べ

き
か
に
つ
い
て
、
判
断
を
委
ね
た
い
」
と

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
、
速
や
か
に
法
務
局
の
人
権
相

談
窓
口
に
連
絡
し
、
今
後
の
処
置
に
つ
い

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
６ 

困
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
相
談 

困
っ
た
と
き
に
は
、
ま
ず
、「
法
務
局
・

地
方
法
務
局
」
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
上
で
、
相
手
に
も
「
今
、
法
務
局
に
相

談
し
て
い
る
」
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
法

え
せ
同
和
行
為
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!! 



務
局
・
地
方
法
務
局
で
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
警
察
や
弁
護
士
会
と
連
絡
を
と
る
体

制
を
敷
い
て
い
る
の
で
、
同
和
問
題
（
部

落
問
題
）
を
口
実
に
す
る
不
当
な
要
求
を

受
け
た
と
き
は
、
ま
ず
は
、
法
務
局
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

～
え
せ
同
和
行
為
か
な
？
と 

思
っ
た
時
の
相
談
先
～ 

 

え
せ
同
和
行
為
に
関
し
て
具
体
的
な
要

求
を
受
け
て
対
応
に
困
っ
た
と
き
に
は
、
専

門
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

相
談
窓
口
と
し
て
は
、
法
務
局
、
警
察
、

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 ◆
法
務
局 

全
国
に
あ
る
法
務
局
の
人
権
擁
護
部
、
地

方
法
務
局
の
人
権
擁
護
課
ま
た
は
そ
れ
ら

の
支
局
で
、
え
せ
同
和
行
為
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。 

・
福
岡
法
務
局 

（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
３-

５-

２
５
） 

℡
０
９
２
～
７
２
１
～
４
５
７
０
（
代
表
） 

・
福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局 

（
久
留
米
市
城
南
町
２
１-

５
） 

℡
０
９
４
２
～
３
９
～
２
１
２
１ 

    

◆
警
察 

警
視
庁
・
各
道
府
県
警
察
本
部
の
企
業
対

象
暴
力
対
策
本
部
な
ど
、
最
寄
の
警
察
署
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
え
せ
同
和
行
為
の
排

除
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
え
せ
同

和
行
為
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

・
（
公
財
）
福
岡
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

℡
０
９
２
～
６
５
１
～
８
９
３
８ 

 

◆
弁
護
士
会 

全
国
の
弁
護
士
会
に
民
事
介
入
暴
力
被

害
者
救
済
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
え
せ
同
和
行

為
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

・
日
本
弁
護
士
連
合
会 

℡
０
３
～
３
５
８
０
～
９
８
４
１
（
代
表
） 

HP
：（h
t
t
p
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/
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w
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.
n
i
c
h
i
b
e
n
r
e
n
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o
r
.
j
p
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●
問
合
せ 

う
き
は
市
役
所 

人
権
・
同
和
対
策
室 

℡
７
５
～
４
９
８
４ 

   

                                

                                

平成 29 年度 日本赤十字社うきは市地区事業報告 
日本赤十字社は、災害救護や社会福祉施設・医療機関の運営など、国内外でさまざまな人道的活動を実施

しています。これらの活動にかかる資金は、赤十字の理念に賛同する皆さまから寄せられる活動資金によっ

てまかなわれています。 

うきは市では、日本赤十字社から交付される交付金で、献血推進事業等を実施しています。 

【収入】  単位：円 

うきは市地区活動資金 4,043,650 
一般活動資金 3,955,650（行政区等、口座振替） 

法人活動資金    88,000 

福岡県支部より交付金 808,730 活動資金額の 20％（事務費・事業費交付金） 

繰越金 372,891 災害時積立金 

雑収入 8 預金利息 

合計 5,225,279  

【支出】   

うきは市地区活動資金 4,043,650 日赤福岡県支部へ送金 

事務費 12,244 会議等旅費、領収印等 

事
業
費 

災害救護費 0  

血液事業費 600,000 血液推進事業委託料 

奉仕団補助 50,000 日赤看護奉仕団あいの会 

青少年赤十字活動助成 80,000 青少年奉仕団（小学校） 

繰越金 439,385 災害等資金積立 

合計 5,225,279  

平成 30 年度 日本赤十字社活動資金募集の経過報告 
皆さまの温かい御支援・御協力により日本赤十字社うきは市地区活動資金(平成 30 年 11 月末現在)総額は

3,877,950 円です。 

●問合せ 福祉事務所 福祉係 ℡75-4961 
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